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今号のご家族▶工藤 幸太さん・みちるさん・剛夕くん・岳空くん
撮影場所▶弘前市 城東公園（弘前市）
 
【インタビュー】

●2011年３月11日のこと、憶えていますか？
▶幸太さん「高校の教員をしていますが、ちょうどテスト週間で生徒たち

はいませんでした。地震があって、帰宅という指示があり、すぐに帰り

ました。」

▶みちるさん「私は子どもを迎えに行ってて、幼稚園に着いた時に地震が

ありました。すぐにアパートに戻ったのですが、まだ揺れていて、危ないと思い、車に乗ってラ

ジオを聞きながら、主人の帰りを待っていました。すぐに主人が帰ってきたので、3人で広いパチ
ンコ屋の駐車場でラジオを聞いていました。私の実家は宮城県東松島市なんです。私自身、宮城

県北部地震(1990年)を体験していて、その時は本当に酷くて、今回はそれ以上の震度だと聞いて、
きっと実家が酷いことになっているなと心配で心配で…。」　
▶剛夕くん「電気が点かなくなって…、うーん、憶えてない…。ママのお姉ちゃんから貰ったハワ
イ土産のココナツのロウソクが役にたった。テレビが観れないのが嫌だった。」

●その日の夜はどう過ごしましたか？

▶みちるさん「そのロウソクを点けて、コタツの中がまだ暖かかったので、子どもを潜らせてま

した。ガスは使えたので、熱いの食べようって、うどんを煮て食べましたね。ラジオがなかった

ので、1〜2時間に1度、車でカーラジオを聞きながら、携帯電話の充電をしていました。こんな日
に限って全く寝れなくて、話をすることもないし、３人でシーンと過ごしてました(笑)」　

●東松島市のみちるさんのご実家とは連絡がとれたんですか？

▶みちるさん「実家の母以外は、無事で家にいることは分かったのですが、海の近くに仕事に出か

けていた母と連絡がとれませんでした。県外の親戚や仲間たちと協力しながら、TV等の災害伝言
板や、mixi等を使いながら探しました。で、mixiに、泥まみれになって乗り捨てられた母の車の写
真を見つけたんです。母は、車に乗っている時に津波に流されたらしく、そこから泳いで近くの

避難所に避難していました。避難所で知り合った男性が、車で実家へ送ってきてくれたんです。

母から電話をもらったのが、2日後、13日の夕方。その時は、『お母さん、生きてて良かっ
たね！』って、大泣きしてしまいました。」　

●その後、東松島市に行ったんですね？

▶みちるさん「親戚がみんな海に近い場所に住んでいて、自分たちの家に住めない状態だったので

、私の実家に20人程が身を寄せていました。車もなく、食べ物もなくて困っていると聞いて、主



人が行こうって言ってくれました。主人の父母が物資を準備してくれて、車2台で実家へ向いま
した。主人と２人で水を汲みに行ったり等手伝いをしました。」　

▶幸太さん「１週間後くらい、東北自動車道が開通した直後のことです。戦争を体験したことはな

いですが、戦争の後ってこうなのかなと思いました。震災以前に何度も行ってますけど、全く違

った町でした。」　

●震災後、何か変わりました？

▶幸太さん「特にないですね。」　

▶みちるさん「２人で話し合ってというのはないですね。保存用のクッキーや水は常備するように

なりました。たまに食べちゃったりするんですけど(笑)。気持ちの上では、世の中、何が起こるか
分からないって思えば、家族の中で、今まで恥ずかしくて言えなかったことや、恥ずかしくて出

来なかったことが、震災を機にできるようになったと思います。」　

●10年後は？
▶幸太さん「大きな病気をしないで家族全員が元気でいれたらイイですね。」　

▶みちるさん「剛夕には自分の好きなものを見つけてて欲しいなと思います。」　

▶剛夕くん「普通の高校生(笑)。 料理を作る人になりたいな。」
 
【編集後記】みちるさんのご実家が、宮城県東松島市とは知らずにインタビューをお願いしてい

ました。僕も震災直後に東松島市にボランティアに行っていましたので、震災後の町の様子がと

てもリアルに感じられ、僕自身いろいろ思い出しながらお話を伺いました。市街地の65％が
浸水、1,000人以上の方が亡くなり、いまだに行方の分からない方もいる東松島市。まだまだ終わ
ってなんかいない。【小山田　和正】

 
【寄付総額】2011年6月〜2013年6月25日まで、『¥1,652,865』を「あしなが東日本大地震・津波
遺児募金」へ 寄付することができました。ご協力に感謝いたします。


